
  ２０２６年１月５日 

ＥＩＮ エネルギー情報ネットワーク 

ＬＰガスＣＰ速報(２０２６年１月積)                            

１． １月積みサウジアラムコＬＰガスＣＰ 

    プロパン５２５㌦（前月比＋３０㌦） 

    ブタン ５２０㌦（前月比＋３５㌦） 

① ＬＰガススポット市況等 

ＬＰガスは需要期を迎え、堅調な暖房需要、石化需要も中国、韓国等からの引き合いもあり、

一時的な成約ラッシュ状態となった。供給は産ガス国の積載数量制限、積日の後ろ倒しの要請

もみられ、タイト化が進んだ。先物市況は、需給逼迫を示すバックワーデーション（期近高期

先安）が続いている。ＣＦＲ市況は第 3 週に急反落、中東～極東着プロパン 520 ㌦（前週比－

40 ㌦）、ブタン 550 ㌦（同－50 ㌦）どころで推移した。 

米国市場をみると、暖房用の需要期入りで堅調に推移、輸出は増加傾向、過去最高水準（グ

ラフ③参照）が続いている。天然ガス増産で供給は潤沢、全米プロパン在庫は超高水準で需要

期入り、5 年平均レンジを上抜けている（グラフ②参照）。モンベルビュープロパンスポット価

格は反発した。原油市況は軟化したが、天然ガス価格は上昇、ヘンリーハブスポット価格は一

時 5 ㌦を突破、中旬に軟化したものの下旬でも 4 ㌦挟んだ展開となった。ＭＢ月間平均では前

月比 29 ㌦反発の 337 ㌦／㌧どころ（グラフ①参照）。米国では濃霧による遅延等が懸念される

ところ、アジア向け供給、需給への影響も考えられる。 

フレート市況は堅調に推移した。中東・米国市場の成約ラッシュで船舶需給がタイト化、中

旬以降、フレート市況は中東、米国両市場で 10 ㌦の上昇となった。米国では濃霧による遅延が

発生、パナマ海峡は通峡オークションの高騰で、喜望峰経由も選択肢、余剰船舶がタイト化し、

米国～極東市況は 130 ㌦どころで推移した。 

ナフサ市況は反落、月間平均は前月比 20 ㌦下落の 555 ㌦／㌧どころ。原油市況が軟化し、石

化需要も伸び悩むなか、中旬以降は弱含みの推移となった。 

バンカーオイルをみると、シンガポールＩＦＯ380 は 6 カ月続落、月間平均で前月比 18 ㌦下

落の 355 ㌦どころ、ＬＳＭＧＯ（低硫黄マリンガスオイル）は急反落、前月比 92 ㌦下げの 636

㌦どころ。ウクライナのロシア製油所攻撃で石油製品の供給に懸念が生じたが、世界的なディ

ーゼル油の低在庫は解消に向かい、ガスオイルとＣ重油との格差は 280 ㌦に縮小した。 

１月ＣＰは前年同月比プロパン 100 ㌦、同ブタン 95 ㌦の下落。原油（アラビアン・ライト）

熱量等価換算（下記参照）では、前月に比べプロパン 11、ブタン 12 ポイント上昇、前年同月

比ではプロパン 2 ポイント、ブタン 2 ポイントそれぞれ低い。 

     第1週 第2週 第3週 第4週 平均 

フレート（中東―日本） 70 80 80   

ＣＰ先物指標：Ｐ 500 510 500   

ＣＰ先物指標：Ｂ 490 500 490   

② 原油市況等 

12 月の原油市況は続落、中旬には 2021 年 2 月以来の安値、ＷＴＩで 55.27 ㌦に値を沈め

た。ＯＰＥＣプラスは 1～3 月の増産一時停止で合意したが、米国、ガイアナ等の増産、世界

的な需要の伸び鈍化より、ＩＥＡは 2026 年に 380 万 b/d の供給超過の見通し示した。市況を

下支えしたのが地政学リスク。ウクライナ・ロシアの和平協議は難航し双方のインフラ攻撃が

続いている。ガザ停戦後も状況は予断を許さず、米国によるベネズエラ軍事作戦は、狂気とし

か思えないものであった。原油先物市場では、総取組高が減少傾向。10 月中旬時点の大口投

機筋の買い越し残は過去最少水準で推移、アルゴリズム取引を行う商品投資顧問業者（ＣＴ

Ａ）は一時ショートポジションを 100％に組み替えた。55～60 ㌦の狭いレンジ相場が続いてい

るが、ＣＴＡの買戻しは急反騰を招く可能性がある。 

○12 月積みアラビアン・ライト（12 月 1～31 日までの想定）は 63.10 ㌦（前月比－3.56 ㌦） 

熱量等価ＡＬ100％ プロパン 517.35 ㌦／㌧ ブタン 510.26 ㌦／㌧ 

ＡＬ比       プロパン 101.48％    ブタン 101.95％ 

    ＊上記ＡＬはＥＩＮ推計、確定値は後日Ｗｅｂサイトでご確認ください。 



 

２．２０２６年１月ＬＰガス仕切（ＣＰ・ＭＢコスト変動分）への影響  

 

適用為替 ＴＴＳ Ｐ円建ＣＦＲ Ｂ円建ＣＦＲ Ｐ前月比 Ｂ前月比 

12 月月間 156.95 87,300 88,600 ＋4,400 ＋5,000 

 

＊ＴＴＳ平均等について、上記は 12 月 1～30 日までのＴＴＳ平均。ＣＰは前月・当月 50％案分。

プロパンのＭＢ合成比率はＣＰ70％、ＭＢ30％で算定。ＣＦＲコストは中東・北米フレートを含

むＣＦＲコストを表示。ＣＦＲコストには北米の基地経費等も含まれ、各社で異なる。 

なお、上記ＭＢは 12 月 30日までの価格を基にＥＩＮで試算（337 ㌦/㌧）したもので、メーカ

ー各社の最終確定値とは異なる。また、各社の仕切はフレート分、バンカーサーチャージ等の改

定やフォーミュラ見直しもなされるため、仕切等の詳細はＷｅｂサイトを参照。 

① 米国プロパンスポット価格推移 

 

② 米メキシコ湾プロパン在庫推移 

 

 

③ 米プロパン輸出量推移 

 

                                                             



 出典：ＥＩＡ 


